
[bookmark: _GoBack]報告・評価シート
報告日　令和　　年　　月　　日（事業者記入）　 　
　　評価日　令和　　年　　月　　日（評価機関記入）　
基本情報（事業者記入）
	１
	法人名称
	
	２
	事業所名称
	

	３
	法人の主たる事務所
	
	４
	事業所所在地
	

	５
	総定員（名）
※共同生活援助の定員
	
	６
	総入居者（名）
	

	７
	主たる対象者
	
	８
	開設年月日（年月日）
	

	９
	住居情報
	（名　称）：
（所在地）：
	（定　　員）：
（入居者数）：

	
	
	（名　称）：
（所在地）：
	（定　　員）：
（入居者数）：

	
	
	（名　称）：
（所在地）：
	（定　　員）：
（入居者数）：

	
	
	（名　称）：
（所在地）：
	（定　　員）：
（入居者数）：

	10
	GH内で主にどのような日中サービスを提供しているか
	

	11
	主な障害種別利用者人数（重複はそれぞれ記入）
	身体　●名
（主に日中GHで過ごす人数）
上記のうち　●名
	知的　●名
（主に日中GHで過ごす人数）
上記のうち　●名
	精神　●名
（主に日中GHで過ごす人数）
上記のうち　●名
	難病等　●名
（主に日中GHで過ごす人数）
上記のうち　●名


※　「主たる対象者」には運営規程に規定されている主たる対象となる障害種別を記載してください。
※　「事業者記入欄」には着眼点に対しての実施状況・具体な取組内容について記載してください。
※　チェック欄には既に取組済み・問題なしと判断した項目については　✓　、改善が必要な項目や今後の取組が望まれる項目は　□　をそれぞれ入力してください。
※事業者の皆様へ
各着眼点の項目についてチェックをつけるほか、取組内容が客観的に分かる資料を提出してください。（不要な個人情報などは適宜隠すこと）
	大項目
	小項目
	着眼点
	事業所
チェック欄（報告）
	協議会
チェック欄（評価）

	理念・基本方針
	法人の理念、
基本方針の明文化
	理念や基本方針が施設内の文書や広報媒体に記載されている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	基本方針は法人の理念との整合性が確保されており、職員の行動規範となるよう具体的な内容である
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	適切なサービスの実施・運営
	福祉サービスの質の向上に向けた取組
	従業員について、支援に支障のない数を配置している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕　前年度利用者数　●名
・生活支援員　●名（夜間：　●名）
・世話人　●名（夜間：　●名）

	
	
	サービスの質の現状について定期的、継続的に評価分析を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	サービスの質の課題について把握し、改善のための具体的な取組を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	管理者は、サービスの質の向上について、職員の教育・研修の充実を図っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	業務継続計画を策定し内容を従業員に対して周知するとともに、災害や感染症の蔓延を想定した訓練や研修を定期的に実施している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	運営の透明性確保のための取組、地域との交流
	情報公表制度（ＷＡＭＮＥＴ）により、毎年サービスの内容について公表している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	事業所における地域の福祉向上のための取組状況や苦情・相談の体制について公表している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	社会・地域に対して理念や基本方針について明示・説明し、事業所の存在意義や役割を明確にするよう努めている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	事業所や利用者への理解を得るため、地域の人々と利用者との交流の機会を定期的に設けるよう努めている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	利用者の尊重や基本的人権への配慮について、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要な対応を図っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	見学、体験入所、一日利用等の希望に対応している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	苦情解決の体制（苦情解決責任者・苦情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整備されている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）を実施するなど、利用者や家族が苦情を申し出やすい工夫を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	利用者の生活状況等について、定期的に家族等への報告を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	金銭管理については、事業所内での適切な管理体制に加えて、適宜、本人・家族・後見人等に確認を得ている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	地域連携推進会議を設置しており、年１回以上会議の開催や事業所の視察を受入れ、地域連携推進員からの意見を運営に反映している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	利用者の尊重と権利擁護
	自己決定の尊重
（※）
	利用者の自己決定を尊重した個別支援と取組みを行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	利用者の心身の状況、生活習慣や希望する生活を理解し、個人の自律・自立に配慮した個別支援を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	利用者の意思が十分個別支援計画に反映されており、個別支援計画に基づいた支援を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	利用者の外出や外泊、友人との交流について、利用者を尊重し柔軟な対応や支援を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	地域生活への移行や地域生活について、利用者の意思や希望が尊重されている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン（H29.3厚生労働省）をどのように支援に取り入れているか
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	利用者の権利擁護の徹底
	利用者の権利侵害の防止と早期発見するための具体的な取組を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	禁止される身体拘束を緊急やむを得ない場合に一時的に実施する際の具体的な手続きと実施方法等を明確に定め、職員に周知徹底している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	虐待防止委員会・身体拘束適正化委員会を設置し、虐待防止のための体制、発生後の検証及び再発防止策の検討などに取り組んでいる。また、虐待防止及び身体拘束等の適正化のための研修を年１回以上実施し、利用者に対する適切な言動について理解している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	利用者の生活環境
	食事は利用者の嗜好を考慮した献立を基本としておいしく、楽しく食べられるように工夫している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	利用者の居室や日中活動の場は安心・安全に配慮されている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	他の利用者に影響を及ぼすような場合、適切な対応と支援を行っている
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	指定権者及び協議会からの指導、助言等への対応状況
	
	県（指定権者）の運営指導で指摘された事項については、既に改善している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕



	
	
	（２回目以降）協議会からの要望、助言について、適切に対応している
	☐	☐
	
	
	〔事業者記入欄〕





8

